
諏訪天文同好会の発足経緯と活動

大正7年（1918年）生まれ
現在 103歳11か月
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自然探求の情熱 三澤勝衛先生

1920年諏訪中学に赴任

（1885-1955）

自分で考えろ

フィールドスタ
ディーを重視

頭にノートしろ

風土は大自然である。
この風土に正しく生きる人が
真にその風土を活かしえる。
風土産業の開発に貢献
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--- 五味一明（変光星観測・とかげ座新星発見）
--- 古畑正秋（国立天文台長・測光部・変光星観測）
--- 今井正明（天文学）
--- 関舜衛（光電観測）
--- 樋口八重子（流星塵観測）
--- 青木正博（自然保護活動）
--- 藤森賢一（太陽黒点観測）
--- 小城正巳（変光星観測）
--- 宮下暁彦（国立天文台すばる推進室）
--- 畑 英利（オーロラ観測）

1936年6月17日 トカゲ座の新星発見
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1958年に教授、1968年に台長を歴任し、野辺山宇宙電波観測所や木曽観測所設

置に尽力した。夜天光研究の権威として知られており、アマチュア天文家による変
光星観測の指導も行った[1]。1973年退官。

オリオン天文同好会発足記念
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8E%E8%BE%BA%E5%B1%B1%E5%AE%87%E5%AE%99%E9%9B%BB%E6%B3%A2%E8%A6%B3%E6%B8%AC%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%9C%E5%A4%A9%E5%85%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%96%87%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E5%85%89%E6%98%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E7%95%91%E6%AD%A3%E7%A7%8B#cite_note-1
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関 瞬衛 １９６０－変光星光電観測

樋口八重子 １９６０－流星塵観測

諏訪天文同好会会員
小泉 峰夫氏 撮影
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青木正博
• 1950年10月 仙台天文同好会設立（吉田正太郎等と）

• 1952-1953年 変光星観測

• 1953年 掩蔽観測 20cm反射望遠鏡（木辺鏡）

• 1958年 諏訪天文同好会が信濃毎日新聞文化賞受賞

青木正博（1920-1984）

野
に
聞
け
、
自
然
の
物
語
を

• 1950年10月 仙台天文同好会設立（吉田正太郎等と）

• 1952-1953年 変光星観測

• 1953年 掩蔽観測 20cm反射望遠鏡（木辺鏡）

• 1958年 諏訪天文同好会が信濃毎日新聞文化賞受賞

• 1960-63年 人工衛星観測

• 日本星空を守る会 設立

• 自然保護活動 霧の子孫たち
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諏訪の自然と文化を守る会
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日本アマチュア天文研究発表会
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諏訪天文同好会 2021

会長 茅野勝彦

事務局 小平昭彦

会員 藤森賢一 小城正巳

宮下暁彦 百瀬雅彦

畑 英利 小泉峰夫

中島英之

コスモス

藤森賢一 2017．3．17 天文功労賞受賞
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藤森賢一 天文功労賞 祝賀会
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ハワイ大学、アストロバイオロジーセンターの研究者を中心と
した研究チームは、すばる望遠鏡等を用いた直接撮像観測に
より、若いＭ型矮星に付随する、年齢 200 〜 500 万年ほど
の惑星「2M0437b」を発見しました。2M0437b はこれまで見
つかった太陽系外惑星の中で最も若い惑星で、年齢が約 46 

億年の地球と比べると、生まれたての赤ちゃんのような惑星で
す。観測から 2M0437b の質量は木星の３～５倍と見積もら
れ、このような「スーパージュピター」が太陽よりも小さな小質
量星のまわりでどのように形成されるのかを解明する上で貴
重な研究対象となっています。
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畑さんが撮影した
開田高原でのオーロラ

私と諏訪天文同好会との接点
• 1963年 諏訪清陵高等学校に入学 青木先生との出会い

• 1963年北海道知床・網走皆既日食に参加

• 1974年1月10日 コホーテク彗星 青木天文台

• 1976年 ウエスト彗星 青木天文台

• 1976年10月23日 オーストラリア日食 茅野

• 1983年5月9日 アイラス・荒木・オルコック彗星 青木天文台

• 1983年6月11日 インドネシア日食 茅野

• 1995-1998年 冷却CCDカメラの開発・販売

• 2011-2013 JICAシニアボランティア（ザンビア赴任）

• 2014年 信州大学小型衛星「ぎんれい」観測

• 2021年 宇宙ゴミ除去装置開発

• 2021年 空飛ぶ車開発・実験
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1963年北海道知床・網走皆既日食に参加

美幌峠 マイクロ山からの撮影
Nikon F ２００ｍｍ 望遠

青木天文台開所式 1971.11.23

出席者

古畑正明 東京天文台長
村山定男 国立博物館館長
小山ひさ子 黒点観測
木辺宣慈 京都大（研磨）
藤森栄一 考古学者
佐伯恒夫 天文学者
下保 繁 三鷹光機（変光星）
西村繁次郎 西村製作所
今井正明 上諏訪教育長
五味一明 諏訪天文同好会
関瞬衛 諏訪天文同好会
樋口八重子 宇宙塵観測
藤森賢一 太陽観測
小城正巳 変光星観測
宮下明彦 すばる天文台
茅野勝彦 彗星観測
市川一雄 記者
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1974年 コホーテク彗星
1月10日撮影

1976 10 23

オーストラリア日食
Australia Bonbara

塩田和生
中島厚
石橋彰
金田興一
白井正明
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参加者
石橋 彰、石橋 力 北村 俊昭
白井 正明、木村 英三郎
遠野 和夫、三束 洋一郎

1983年6月11日 インドネシア日食

Lyra

Cygnus

Aquila

Scorpio

Sagittarius

Southern 

cross

JICAシニアボランティア（ザンビア2011-2013)
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冷却CCDカメラの開発・販売

宇宙ゴミ除去装置開発

2022
04 21
信毎新聞
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１
９
７
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年
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谷
）

長野県は宇宙県

美しい星空が宇宙の始まりです。

観測技術が進歩しても

私達の見る星空は、いつまでも美しく

夢を子どもたちに伝えていきましょう！

日本人？地球人？
いえ宇宙人です。
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諏訪天文同好会 復活の兆し 

2019 11／9 の長野県天文愛好者連絡会にて、「諏訪天文同好会の活動」について、お話し

ました。この時は「諏訪天文同好会」を知っている方はあまり多くありませんでした。その

後、八ヶ岳博物館に会員の五味一明さんの資料が国立天文台から移管され、「長野県は宇宙

県」メンバーの方々により整理が続けられました。大正時代から続いている日本最古のアマ

チュア天文同好会として、会員各位が、市民科学の啓蒙に尽力されてきた状況が解ってきま

した。そこで 100 周年記念と合わせて、シンポジュウムが行われました。テレビや新聞報

道に取り上げられ、多くの方々に「諏訪天文同好会」が知られるようになりました。また、

100 周年の記念行事として、要らなくなった望遠鏡を寄贈していただき、整備して 37 名の

小中学生に配布する事業も行いました。諏訪清陵高校の天文台の赤道儀も観測し易い物に

変えました。このような活動に参加された方や、諏訪清陵高校の天文部 OB の方からも、入

会の申し込みが来るようになりました。世代の老齢化の中で活動の方向性が見えない状況

を心配していましたが、このような若い人々とご一緒に、同好会の将来への展望を開いてい

かれると思っています。 
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